























なぜ United States を合衆国と訳したのか
――「衆」はどこから来たのか――

















Cushing は、1844 年 2 月 24 日にマカオに到着し、駐広東アメリカ領事を





程矞采は、この書簡を漢文に翻訳させ、その内容を 1844 年 3 月 10 日




道光朝巻 71・道光 24 年正月（1844 年 3 月）に載せられている。これが、
現在確認されている「亜墨理駕合衆国」、「合衆国」の初出である。
清朝は、欽差大臣耆英を派遣して交渉に当たらせ、その結果、1844 年 7









































第一の可能性は、「多くの “ 處（場所）” が合した国（この場合、“ 合衆 ”






























































































































































































もに嘉慶十六年（1811 年）辛未の科挙で 20 代で進士となり、殿試でも第
二甲として合格している5）。当時の慣習では、試験官と合格者は「座師」―
「門生」いう関係を結び、合格者同士は「同年」と呼び合う習慣があった。
（井上（1994））。また、程矞采は 1783 年（乾隆 48 年）に江西省に生まれ、
林則徐は 2 年後の 1785 年（乾隆 50 年）に江西省の東隣りの福建省で生ま
れている。年齢も出身地も近い。さらに、江南での勤務が多いのも共通して
いる 6）。二人がともに就いた役職も多い 7）。林則徐から程矞采に送った手紙
が少なくとも 5 通残されているが、その 1 通の結びは「弟則徐頓首」であり、
二人の親しさが分かる8）。











程矞采は、『海国図志』完成の前年の道光 21 年 11 月に江蘇巡撫代理（署江

















































































光二年 - 四年）、広西道監察御史（道光四年）、広東按察使（道光九年 -
十一年）、浙江布政使（道光十一年 - 十五年；十七年 - 十八年）、江蘇布
政使（道光十八年；道光二十年 - 二十一年）、広西布政使（道光二十年）、
署理江蘇巡撫（道光二十年；二十一年）、護理両江総督（道光二十一












蘇按察使（道光 3 年）署両淮塩政（道光 6 年）、江寧布政使（道光 7 年）、
湖北布政使（道光 10 年）、河南布政使（道光 10 年）、江寧布政使（道
光 11 年）、河東河道総督（道光 11 年）、江蘇巡撫（道光 12 年）、署両
江総督（道光 15 年）、湖広総督（道光 17 年）、欽差大臣（道光 18 年）、










11）程矞采は道光 26 年 12 月から 29 年まで雲南巡撫を務めているので、
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